

















摘要　日语中的 “赤字” 一词含有 “支出超过收入” 的语义。1930年以后，该
词作为新词而流行，使用范围迅速扩大。这一词义在当代也得到了沿用。同
时，汉语中的 “赤字” 一词也包含 “支出超过收入” 的意思。1931年以后，经
由对日本通讯社新闻稿件的翻译，该词的使用在中国得以广泛扩散。汉语 “赤

























































































































朝日新聞 0 0 0 0 4 66 59 49 70 61 29 20 5 12 10 8 2 2 1 3 8
読売新聞 0 0 0 0 0 59 29 28 43 42 35 12 6 11 11 5 3 2 2 0 20
大公報 0 0 0 0 0 7 9 18 33 33 40 35 8 6 12 20 5 3 6 9 55









































































































































































れず、1937年三版しか見ることができなかった。(19) は “赤字公債” として
も見出しが立てられていたが、“即紅字公債。詳「紅字公債」條。” とだけ書
かれており、語釈は “紅字公債” の項にあった。いずれにせよ、今回確認で













































　(22) An entry in red ink on the Ledger, denotes that the amount thus written is 











to be transferred, either to some other account, or to another position under the 
same account.［Bryant and Stratton’s Common School Book-keeping, 1871 p. 
144（帳合之法の原著）］
　(22) の英語の原文で “in red ink” となっている箇所が (21) では「朱書」と
訳されている。







「振り替える」という手続きが “is to be transferred” であり、このときに他の
科目へ振り替える数字を赤で書くというのが複式簿記のルールである。その









































































した。この “red” には損失（loss）を表す用法がある。“red” が損失の意味
を表す最も早い出典として、Oxford English Dictionary（以下 “OED” とす
る）は、1907年のMoney and Investmentsを挙げている。OEDが掲げる出典
の内容は次のとおりである。
　(24) 1907 M. ROLLINS Money & Investm. 314 Formerly it was customary, 
and is now with some bookkeepers, to make an entry of a loss in red ink, from 
whence arose the term ‘in the red’, always indicating a loss.（筆者訳：1907
年M. Rollins Money and Investment 314頁 かつては赤インクで損失を
記入することが習慣であったし、今もそのような習慣の経理担当者
が何人かおり、そこから “in the red” ということばが生まれ、常に損






















































　中国語の “赤” について、遠藤（1996）によると「かつて “赤” は五色の
一つで、いわゆる基本色彩語彙であ」った。しかし「色彩語の “赤” は、口
語ではほぼ消滅してしまって」おり、基本色彩語彙は “紅” に取って代わら
れ、現代語としての “赤” は「“赤脚” “赤貧” のように「むきだしである」
「何もない」という色彩以外のことを意味する場合が多い」という15）。
　基本色彩語としての “赤” は “紅” になったのではあるが、「赤い字」と









　ただ、(19) の《實用商業辭典》のように、日本語の「赤字」を “赤字” で




15） 確かに現代中国語で “赤” が単独で使われることはなく、形態素として造語成分のは
たらきを担うことしかできない。たとえば、《现代汉语词典》の第７版では、“赤” で
はじまる語を30個収録しているが、その30個のうち、“赤潮” “赤小豆” “赤红” “赤鹿”







たという16）。「利益」を意味する “紅利” や、「利益分配」を意味する “分
紅” もおそらく “紅賬” をもとに造語されたものと思われる。もちろん “紅
利” と “分紅” の語誌はそれぞれ別途検討を要するものであるが、黄河清





























　(27) と (28) はいずれも “人才赤字” というフレーズを形成している。(27)
は人材の少なさを指摘する文章のなかで使われていて、(28) は人材不足が
テーマの文章で使われている。いずれも「人材不足」の意味と解釈できよう。

















　(30) の “生态赤字” は、生態資源の消耗が蓄積を上まわることを指し、
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